
宇宙航空研究開発機構の「はやぶさ２」計画に関する声明文 

 

宇宙航空研究開発機構によっておこなわれた小惑星探査計画「はやぶさ」によ

り、小惑星への着陸・離陸に初めて成功しただけでなく、我々のこれまで持って

いた小惑星に対する知見を一新する画期的な科学的成果が挙げられました。日本

鉱物科学会（旧日本岩石鉱物鉱床学会および旧日本鉱物学会の統合学会）は、地

球をはじめとする惑星構成物質を主な研究対象としていますが、これら一連の成

果を高く評価するとともに、これを遂行されている宇宙航空研究開発機構と「は

やぶさ」チームに敬意を表するものであります。 

2010年 6月に地球帰還予定の小惑星からの「はやぶさ」サンプルの初期分析チ

ーム（HASPET）には本学会員も少なからず参加しており、宇宙航空研究開発機
構との協力のもとサンプル分析の準備をしております。また、本年9月18日～19
日には、日本地球化学会主催・日本鉱物科学会共催で、「新しいサンプルリター

ン時代の分析法・体制とその成果」というセッションを開催し、「はやぶさ」サ

ンプルについての科学的な期待について活発な討論を行いました。「はやぶさ」

サンプルは、隕石が本当に小惑星に由来するのかという長年の疑問を明らかにす

るだけでなく、小惑星表面と宇宙環境との相互作用の理解や、小惑星表層にふり

そそぐ宇宙塵からの太陽系誕生当時の最も始原的な有機物の発見の可能性など、

太陽系の物質科学的な研究にブレークスルーをもたらし、新しい時代の幕開けと

なることは間違いありません。 

現在、宇宙航空研究開発機構において、「はやぶさ」計画を引き継いだ次期サ

ンプルリターンミッションとして「はやぶさ２」が計画されています。「はやぶ

さ」計画ではＳ型反射スペクトルをもつ小惑星イトカワが対象でしたが、「はや

ぶさ２」計画ではＣ型反射スペクトルをもつ小惑星の探査が予定されています。

地上観測で得られる反射スペクトルは小惑星の物質に対応していると考えられて

いますが、サンプルリターンミッションがなければ、地球に落下してくる隕石や

宇宙塵サンプルとの橋渡しを最終的にはできません。この二つのタイプの小惑星

は多数の小惑星のうちの単なる２つではありません。Ｓ型・Ｃ型は最も代表的な

反射スペクトルタイプであり，それぞれ普通コンドライト・炭素質コンドライト

隕石に対応していると考えられています．また、これらの反射スペクトルタイプ

をもつ小惑星は、太陽からの距離と関係をもって分布しており、太陽系の物質分

布と構造を理解する上でも、大きな意味を持っています。 



「はやぶさ」に刺激され、アメリカをはじめとする世界各国でサンプルリター

ン計画が検討されています。固体惑星探査におけるサンプルリターンという分野

での国際競争の中で、現在世界の最先端にいる我が国が、このアドバンテージを

最大限活かして「はやぶさ２」によるサンプルリターンミッションを主体的・継

続的におこなっていくことが極めて重要なことだと思われます。これにより、

我々は世界に先駆けて代表的な太陽系の始原物質を手に入れ、分析することが可

能となります。一方、サンプルリターンミッションは探査機の開発から打ち上げ、

さらに惑星への往復に何年もの長時間を要します。これは、天文観測や地球観測

のように打ち上げ後比較的短時間で科学的成果が出始める地球周回衛星とは大き

く異なるものです。今からすぐに「はやぶさ２」に着手できたとしても、サンプ

ルの帰還は今から 12年後の 2020年になってしまいます。「はやぶさ」サンプルの
帰還を待ってからでもいいではないかという意見もあるかと思いますが、特定の

小天体にランデブーするための打ち上げ機会は希少です．もし，この機会を逃し

ますとサンプルの帰還はさらに 5 年ほど遅れ，我が国の優位性が消失してしまい
ます。自然科学及び技術科学のコミュニティーの維持・連続性や次世代の人材育

成を考えると是非とも本年度中に予算措置がなされ、「はやぶさ２」計画が速やか

に実現されることを、強くお願いいたします。 
今後の成果の積み重ねによって、固体惑星科学を含めた日本の宇宙科学が世界

をリードすることが夢ではないことを確信するとともに、学会を挙げて努力する

ことをお約束致します。 
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